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はじめに
　
本稿は貞享・元禄初期に刊行されたと推定される江戸版の浮世草子
『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』巻上・中の翻刻と解題である。︹書誌〕　
蜜漬の一曲
　
刊本
　
半紙本
　
二巻二冊（巻下欠）
　　 　　　　
巻上一冊（名古屋市蓬左文庫蔵）
　　
巻中一冊（京大文学研究科蔵）
表
　　
紙
　
巻上
　
朽葉色無地原表紙（ほぼ剥落） 。縦二二・三糎横
一五・九糎。巻中
　
黄土色無地改装表紙。縦二二・五糎横一五・九糎。
本
　　
文
　
四周単辺。縦一七・二糎横一二・六糎。半丁七行毎行一五字前後（序は半丁六行毎行一〇字前後） 。
構
　　
成
　
巻上
　
一五丁（序半丁「一（オ） 」 、目録半丁「一（ウ） 」 、
本文一三丁半「二〜十 （オ） 」 、余白半丁「十五（ウ） 」 。
巻中
　
一二丁（目録半丁「一（オ） 」 、 本文一一丁半「一（ウ）
〜十二」 。
挿
　　
絵
　
巻上
　
見開三面「四ウ・五オ、九ウ・十 、十二ウ・十三
オ」 。 「四ウ・五オ」に丹・緑・黄・青・茶色、 「九ウ・十オ」に青色の彩色が施されている。巻中
　
見開三面「四ウ・五オ、七ウ・八オ、十 ウ・十オ」 。
題
　　
簽
　
巻上
　
後題簽書外題 蜜漬の一曲
　
上」 。巻中はなし。
序
　　
題
　
なし。ただし、序文中に「蜜漬の一
曲きよく
と号して」とある。
目録題
　
巻上はなし。巻中「みつ漬の人和気
　
中」 。
内
　　
題
　
なし。
尾
　　
題
　
巻上「密告の人和気上終」 、巻 「蜜漬の人和気中終」 。
板
　　
心
　「蜜上（中）
　
丁付」 。ただし、巻上「九〜十一、 十三〜
十五」 、巻中「一〜六、 八〜十一」の丁では版心 天地の匡郭が欠如している。
句
　　
読
　
なし。
作
　　
者
　
未詳（
︹解題〕参照） 。
画
　　
者
　
未詳（菱川師宣風） 。
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藤
　
原
　
英
　
城一三
江戸版浮世草子『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』 （巻上・中）
刊
　　
記
　
未詳。ただし、貞享・元禄の初め頃刊か（
︹解題〕参照） 。
諸
　　
本
　
巻上
　
名古屋市蓬左文庫（尾崎久弥コレクション）蔵本
（尾８・
16） 。
巻中
　
京都大学大学院文学研究科蔵本（国文学／
Pe／
84） 。 『国書総目録』未収。
備
　　
考
　
・巻上は尾崎久弥氏（ 『江戸小説研究』弘道閣、昭和一〇年三月）による翻刻が備わるが、挿絵は「九ウ 十オ」の見開一面のみ掲出されてい 。・巻中の表表紙見返に次の墨筆書き入れが貼付されている。
此書中巻なるため著者及刊年も未詳
　
然れとも挿画を見
れば『元禄』頃の版行と思はる
　
又目録の初めに『みつ
漬の人和気』とあれども の標題は他にあるならんか
・野間光辰氏『初期浮世草子年表』 （青裳堂書店、昭
59）
には、 「中巻一冊のみ一見」として「みつ漬の人和気」の書名で元禄年間の刊行書の中に記載されている。
余
　　
説
　
柳亭種彦の手記とされる 好色本目録』には作者を「一慰軒」とするなど、本書に関する記事が見られるが、種彦披見本と本稿底本との関係は不明である（
︹解題〕参照） 。
︹梗概〕　
本書は『浮世草子大事典』 （笠間書院、平
29）には未収録のため、
以下に簡単な梗概を記す。
（巻上）七夕の夜、江戸の人々が遊山船に興じる頃、語り手は花火見物もよかろうと両国橋の辺りに船を出すと、白い吹き流しの女船と赤い吹き流しの男船がしずかに出会う。男船には座頭に按摩をとらせる若衆、女船には一五、 六歳の娘とその母親、その他両船 は腰元たちが乗船している。女船より声をかけ、座頭が若衆と娘を取り持つ。両船は酒機嫌となり、若衆は三味線、娘は琴、座頭は尺八を奏し、腰元たちも踊り歌い、陸の観客や辺りの遊山船もこの踊り船に興じる。夜も更けて遊山客が帰路に就く中、 両 は静 に暁まで酒宴を続け、 人々は不審がる。語り手は座頭と知り合いで、その事情を後日尋ねると、若衆と娘はそれぞれ武家の二男と一人娘で許嫁の仲であるが、輿入れがまだ叶わない娘は恋煩いとなり 娘の姥から相談を持ち掛けられた座頭 一計を案じ、舟遊山にかこつけた密会を催したも であったことが明かされる。（巻中）市谷の辺りに住む奥田某は五〇歳を過ぎるも夫婦に子がなく、男子が授かるようにと浅草観音に参籠して た六月一八日の夜 女房は夢の中で、月が割れてその片輪 胎内へ入るのを見 懐妊する。女房は女子を出産し、娘は桂の姫 名付けられて美しく成長するが、一五歳の一〇月に俄に懐妊する。お側仕えの女房たちには心当 もなく、奥田は娘の姥 事情を問わせたところ、娘が答える 、去年の八月一七日の月見 夜、一七、 八歳の美麗 若衆 夢に現れ閨を訪れて以来、毎夜夢路を通い続けること二年、契りが重なり今日に至との返事。夫婦は娘の狂言と怒るも、牛王の誓文を立てる娘を信じお産に備え、八月一八日 曙に無事出産する。しかし、生れ出たの
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人ではなく、手毬ほどの大きさをした卵が三つであった。それらの卵を桂卵と名付け それぞれ重宝として深く納めたところ、この娘はその後高貴の方に召され、桂の前と呼ばれ 寵愛を受けたという とである。︹翻刻〕一、翻刻に たっては、原則として現行通用の字体に改めた。ただし、　
当時慣用と思われる漢字表記などについては、そのままの残したも
　
のもある。
一、丁移りは、丁付と表・裏（オ・ウ）を括弧に入れて示した。一、既に備わる翻刻（備考参照）との異同箇所 は＊を付した。
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心君の船 有けるが（八ウ）今はとる手計のおも くにな 座頭は通りものかなとうれしく心の花をひらかせ一つ み つか から姫へさし給へは是も情は同し道からくれなゐ 色ふかき心はた ひにかよひけり
夫それ
より次第
く
に
小を
車くるま
のめぐる盃数そいて座頭
三さ
味み
線せん
を
出しはやり哥一二うたひけれは二人の腰
こしもと
本（九オ）
第 二 図 第 一 図
一六
京都府立大学学術報告「人文」第七十号
　　
挿絵第三図（九ウ）
　　
挿絵第四図（十オ）
かりやうひんがの
声こは
音ね
にてお
もしろきふしをうたひをどり歌うた
になし
拍ひやう
子し
を入て
扇あふき
子
を
ひらき二人なから立けれはあたりの舟とも一度にこゑを出しほめしにそ弥拍子も
揃そろい
お
もしろき事
限かきり
なし其夜は月
も
相あいおい
生
の光りをましてかゝや
けは殊に
稀まれ
成なる
舟遊ひと人の船
も事を
止やめ
てなかめくらしかえ
りはを（十ウ）わすれけり若原は
三さ
味み
線せん
をひきお姫は琴を
弾たんし
たまへはいとゝ
爪つまおと
音
かわ
りて座頭は尺八を吹
ふい
て三つの拍子を合せけるにそおもしろくたへかね
て船は舷
ふなはた
を叩
たゝ
き陸
くが
はあふきを打て女は人目も恥
はぢ
ず出家も僧
そう
道どう
をわすれ
ておもはす感
かん
しける声
暫しはらく
はなりもやまずしらぬ与
よ
所そ
には事のおこり
たるよと足を
空そら
になす（十一オ）
誠まこと
に
希き
代たい
なる遊山
治ち
世せい
に覚たる人
もなし其夜花火も殊
巧たくみ
にて三四出しけれと五つや六子より外見る人
もなく此男腹たちてかゝるはちのさし合か
＊
な是ほとの見物をむたにな
しつる事の口をしやとつふやきて持
もち
てかえりぬやう
く
夜もふけ行は
いつとて あかぬは今宵成へし名残をしけに人々は（十一ウ）帰り船
ともゝ筋々にもとりけれはかの船もほとなく拍子をやめてしつほりと酒盛になして其後は何としたやらあかつきにかえりしとなりみな人不審しけれ 屋敷もしれす我此座頭をしれりゆ て尋けれはされは沙汰なしの事此姫はさるお
侍さふらい
の
独ひとり
姫ひめ
又若原も同し位の御二男なり此姫
の親
おや
仁ぢ
に（十二オ）
　　
挿絵第五図（十二ウ）
　　
挿絵第六図（十三オ）
御
息そく
なきによりかの小人を
養やう
子し
にし姫と
婚めあはす
べしと約して
過つる夏初披露もすみけれとたかひに年若けれはとて今まては本の親仁さまの所に居節々の勤まてなり かるを姫物すきに見しよりあさからず恋わびおもひ 床にふししづみ給ひけれは姥我にかた てかやう
く
の御事何と心を
（十三ウ）くだけど
別べち
にそな
たならてはたのむかたなし折ふしさきさ
＊
ま＊
には分
わけ
ての御念
ねん
比ころ
心やすき
御出入 れは何とそ
逢あい
給ふ事をひとへに
頼たのむ
と打くどき申けれはせん
かたなくてたのまれ久しく
愚ぐ
案あん
をめくらし
漸やう
　　ち
く
かき比此事をおもひ
付小人に行て舟遊山の事をさま
く
すゝめ御なくさみには此中舞子の
弟子の候を御船にのせ申へし（十四オ）またさるかたに琴の弟子の候
第 四 図 第 三 図
第 六 図 第 五 図
一七
江戸版浮世草子『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』 （巻上・中）
折ふし同し日にまいり度と申これをもよふし候へしことも上手にてきりやうは人にすぐれ候へはよき御盃の友と申合て其日をさため二人の舞子を両方のこしもとへ出しうは あわ
＊
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益やく
願は
成じやう
就じゆ
したりと夫婦もろ共に
礼らいはい
拝
し
静しづか
に下々しまわせて
悦よろこ
ひ帰りける
果はた
してほとなく
懐くはい
妊にん
あり
けれは一門眷
けん
属をあつめて悦事はかぎりなし御産
さん
の月に成けれは今や
おそしと（二ウ）まちけるに
別わけ
て
輒たやす
く
産さん
声ごへ
聞へていつれもよろこひ
いわゐ男に
産さん
問もん
させけれは目出度お姫様と申奥田手を打扨も
望のそみ
は
違ちかい
たりしかれ共
末すへ
繁はん
昌しやう
の姫いよ
く
めてたしと悦の盃を廻し月を見た
るなれはとてかつら男をなぞらへて
桂かつら
の姫と名を付おちやめのとは
数かすそい
割て夫婦寵
てうあい
愛かきりなし月日に（三オ）関
せき
守すへされは程なくはや
十五歳
さい
に成給ふひすいのかんさし青ふ て丹
たんくわ
花の
唇くちひる
うるはしく芙
ふ
蓉よう
の
眸まなしり
たをやかに百
もゝ
の媚
こび
有御かほはせ立出たまふそのふせい遠
ゑんさん
山に浪
を敷
しき
弓はり月の るかたもなきおもはくはいかなる
窟いわや
の
聖ひぢり
成共還
げんぞく
俗
の種
たね
そかし常に名
めい
香かう
歌うた
合中にも琴
こと
は（三ウ）上手にて花によせ月にう
そむき小町式部かあとを追
おい
はるの長
のとけ
閑き日はかすみたなひきたまがき
も見えはかぬ程花見の車桜がり東叡
ゑい
山の木
こ
陰かけ
に身をやつして花はさか
りをのみ夏
なつ
の冷
すゞ
しき夕暮
くれ
は隅
すみ
田だ
川に小船をうかへ往
そのかみ
昔の都人におもひ
はわれも業
なりひら
平のゆかりの色をうつし絵
ゑ
に（四オ）
　　
挿絵第七図（四ウ）
　　
挿絵第八図（五オ）
心まどひし秋来ては下屋しきに月見の
亭ちん
を
飾かざり
さらしな
武むさ
蔵し
野の
の
景けい
を
一八
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移うつ
し
荻おぎ
萩はぎ
小を
花ばな
色つきて
泉せんすい
水
の
やり水も
涼すゞ
しく月は心をのみ
なかめてもみちをおもしろく夜もす ら
酒さかもり
盛
などし
玄けん
冬とう
素そ
雪せつ
のさむきあしたは北
窓まと
をさ
し
火こたつ
桶
も火かげんをよくふす
まをかさね物こしの（五ウ）風もいやなそのとしもたち又春にうつりて夏すぎあき 来て遊の
色いろしな
品
をかへうき世に有
し事ともみなし くして心のたくみに成物ずき風流とも誠にことはもおよひかた 日
去さり
月
来きたつ
て
神かみ
無な
月の比御姫こゝろくるしみなやみたまふ親たちおどろき
医い
師し
を
呼よひ
て見せ給ふに（六オ）ふしぎさよ御
懐くわい
妊にん
の事と申奥田大き
に赤
せきめん
面しさりとては口をしき次第いかさましさいの有へし先此事は御
沙汰なしにふかくたのみ奉るといしを返
かへ
しけるそれより女房ともあつ
めてせんぎするに
誰たれ
とてしりたるものもなしゆめ
く
心
当あたり
の事なし
とみな一同に申き 此うへはと姥
うは
をして姫に（六ウ）さま
く
とはせ
けれははつかしなからかたる し去年八月十七夜こよのふ月見して更
ふく
るまてあそひ何れもともに閨
ねや
に入ことさら草
くたひれ
臥てこゝろよくね入し夢
に其としのほと十七 八か
㒵かほ
顔ばせ
美び
麗れい
の若原のねまの
障しやう
子じ
をすこしあ
けて年ふれと見る目はかりの玉手箱とよみけるをおそろしき（七オ）
　　
挿絵第九図（七ウ）
　　
挿絵第十図（八オ）
ことにおもひなから君ならすしてたれかしるへきとこたへけれは外なく打ゑみてまくもとについ来りつれなくも我をすてたまふ物哉同し光りの雲のうへいつこもすみ
家か
なり
ぬるに今そ
恨うらみ
はつきゆみの
二世かけてと ちくとき給へは我もこゝろはいわ木ならすせんかたなくもともないて夜す（八ウ）がのものかたり誠
に初てならぬよそをひにて暁
あかつき
のなごりもいとふかくなみたの袖を引切
てかへり給ふと夢に見しより此かた過し夜に至るまて二とせのあいた夜ことに夢路を通ひ給ひまこと むつましき事うつゝの契りも是には過ましと語り捨さしうつむき給へはうはも肝をけしさて
く
ふしきな
る事（九オ）此うへはいよ
く
御くわいにんにうたかひなしと奥田夫
婦へ有のまゝに語りけれ 夫婦弥腹を立かゝるためしなき申事ちかき比覚なし
偽いつはり
を申ならはあしく沙汰すへしとしかりけれはうはもせん
かたなくかさねてかくと申桂の姫は聞たま なみたなかしいか成むくいにやかゝるうらめしきありさま住てうき世も し（九ウ）なしよやそれほとおやたちのいつはりものと思すなら是を御目にかけよとて
第 八 図 第 七 図
第 十 図 第 九 図
一九
江戸版浮世草子『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』 （巻上・中）
神の牛
ご
王わう
をとりよせおそろしき請文書て渡さるゝ夫婦はこれを見たま
ひて此上はうたがひなし前代未聞の事なからふかきおもひのひとり姫命にかへておもはくの勘当をゆるして能にいたわり給ふほとなく月の数くれは産
うふ
屋（十オ）をかざりうつし置けふか明日やとまたれしに
当あたり
の月も過八月十八日の
曙あけぼの
にたやすく御
産さん
ありけれはいつれもよ
ろこひ給ひけるとりあげばゝか折
せつかく
角にかせきけれとかつて出生の御子
はなく手まりの程なる
卵かいこ
三つ
生うみ
給ふばゝも大 にお ろきなから是
を出す人々肝
きも
を消
け
しさりとはふしぎなる事哉と魂（十ウ）もやとかん
しけるされとも規
ぎ
式しき
は殊にねんころに悦を重ね給ひて其卵を母の桂を
とりて桂卵と名を付深
ふか
く納めておき給ふ日々に色清らかに丸く成て見
事なる事玉にまされり
何いづれ
希き
代の物 り是を一つは観音の申子なれはとて
宝ほうぞう
蔵
に
納おさ
め又
一つは姫のたからにと一つは家の宝とてふかく重宝せられける（十 オ）　　
挿絵第十一図（十一ウ）
　　
挿絵第十二図（十二オ）
ためしなき事なり此姫ほとなくたゞ人ならぬ御位よりめされ桂の前と申て御
寵てう
愛あい
日々に
威い
勢せい
もかさなりて玉の輿にの
られけるとや不審なりけるこ
と実に
く
実正也
く
　　
蜜漬の人和気中終（十二ウ）
︹解題〕　　
一
　
書名について
　
底本には原題簽がなく、それぞれ表記の異なる四つの書名「蜜漬の
一
曲きよく
」 （序文中） 、 「密告の人和気」 （巻上・尾題） 、 「みつ漬の人和気」
（巻中・目録題） 、 「蜜漬の人和気」 （同・尾題）が確認できる。本稿においては柱題に「蜜」と刻されていることを考慮して、序文中に記される「蜜漬の一曲（みつづけのいっきょく） 」 便宜上書名として採用したが、野間氏（備考参照）掲出の書名も参考 して併記した。　
序文や本文の内容を勘案すると、書名には市井の色恋沙汰を素材と
する巧みな諸分や面白い内輪話というような意が込められているようである。その意味では「密告の人和気」が本書の性格を端的に言 表しているとも言えようが、 「密告 みつつげ 」 内容が男女の「うま（甘）い」話でもあることから、 「みつつげ」の音に引っ掛けて「蜜漬（みつづけ） 」としたものであろう。また「一曲 「曲」には「きよく」とルビが振られ ものの、 「曲（わげ） 」と「和気（わけ） 」が利かされていよう。　　
二
　
作者について
　
底本に使用した唯一の現存本上・中二巻において、署名等の作者を
第 十二 図 第 十一 図
二〇
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特定すべき記載は認められないが、柳亭種彦の手記とされる『好色本目録』 （ 『新群書類従
　
第七』第一書房、昭
51）には、本書に関する注
目すべき記事が二箇所において見出される。　　
恋の中宿
外題如斯、うちに『身継の人和気』また一冊には『身継』につくる、三冊を綴分け四冊。男色、女色打交て話三條あり、更に面白からず、作者一慰軒、江戸板、元禄始めなるべし、画に両国の花火踊りの船あり。
　　
前にあり
　　
恋の中宿
　
絵入
　
半紙本
　
三冊を四冊に綴分たり。
うちには『身継の人和気』また『実情五人和気』など書てあり、男色、女色の話三つあり、作者一慰軒、江戸板なり、さまで白からず 年号はなし、貞享か又は元禄の初めの印本なるべし。
　
右の記事を整理すると、種彦披見本の書誌的特徴は次のようになろ
うか。
書型
　
半紙本、三巻四冊。
外題
　「恋の中宿」 。
内題
　「身継の人和気 「身継」 「実情五人和気」 。
構成
　
各巻三章一話仕立て （ 「話三條」 ） で、 計三巻三話 （ 「話三つ」 ） 。
　　　
内容は男色、女色の話。
挿絵
　
あり。挿絵の中に両国 花火踊りの船が描かれたものがあ
　　　
る。
作者
　
一慰軒
刊記
　
なし。ただし、貞享か元禄の初め頃の印本で江戸板。
　「両国の花火踊りの船」の挿絵は巻上にあり、構成や本文内容に関しても現存本で確認できるものもあるが、外題・内題や作者については確認することが きない。現在未詳の下巻（種彦によれば二冊仕立て）にそれらの事実 認められる可能性は否定できないものの、現存本が種彦披見本であった確証は く、種彦披見本が現存本の改題・改竄本であることや（もちろんその逆の場合もあり得る） また両者ともが初印 等の改題・改竄本である可能性も捨て切れない。したがって、作者「一慰軒」なる者が初印本当初からの作者であったかは不明としか言い得ず、種彦披見本にはそうした記載が残され いたとする他はなかろう。　一慰軒の著作とされるものは、管見の限りでは本書以外に確認する
ことができず、その人物についても未詳である。ただし、後述す ように本書の設定や内容が江戸の風俗に取材したものであり、ある程度の歌学的知識や『下谷桂おとこ』 （貞享元年三月刊）を意識した趣向も窺えることなどから、貞享・元禄頃 江戸の俳諧師、地本屋関係者の手になるもの 予想される。
二一
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三
　
本書の内容構成
　
かつて本稿の底本に使用した巻上を所蔵されていた尾崎久弥氏は本
書の内容構成について次のように述べられた（前掲書） 。
　
更に委しく本の体裁をいふと、
･･････
此本の目録は、三巻分の
目録を載せてゐるかと思はれる。即ち此巻の目録第一より第三、その第一がこれであつて、中巻は第二、下巻は第三の如く思はれる。第二丁表の本文は、第一とも何とも断らずして、第一行直ちに本文。序の「おかしき咄しをあつめ」ともある如く、此本三巻、 「うまひ事の
訳わけ
」をそれぐ書き集めたもの、此巻その第一
であらう。　
此上巻一冊、内容は、ある約婚しあつた
侍さむらひ
の伜と姫とが、或
る座頭の才覚で、両国に船を浮べて相逢ふ作である。時 夏
　
尾崎氏は巻上の目録に記される第一から第三までの章題を本書三巻
上・中・下各巻の目録と推定された。しかし、本文中には体裁上の章立ては見られないも の、巻上の目録三題は同巻一冊の内容と一致しており、それ は巻上一巻 章題と見なすべきものである。事実、巻中には独自の目録三題が立てられ 内容上も同巻一冊 章題としてふさわしいものとなっている。　
こうした現存本巻上・中の内容構成、すなわち各巻三章仕立てで一
話完結という状況と先の『好色本目録』 記事を考え合わせると、本書は各巻三章一話、全三巻九章三話で構成され、下 を二冊に分冊
た四冊仕立て、もしくは当初は三巻三冊であったものが後にそのように四冊仕立てに改装された可能性が窺えよう。　　
四
　
刊行年代について
　
先に見たように『好色本目録』では、刊行年代について貞享か元禄
初めと推測されるものの、その根拠は示されていない。ただし、本書の刊行年代については推測すべき手掛かりがいくつか確認できる　
まず第一に挙げるべきはその挿絵についてである。一見してそれが
菱川師宣風であることは了解されようが、尾崎氏は画者を師宣と推定し、特に巻上「九ウ・十オ」の挿絵について次のように述べられた。
此の図、師宣画絵本元禄四年版『月
次（ママ）
あ
そび』と酷似してゐる。
仕掛花火とはしけ、屋根船のへ先、波の描写、屋根の船頭など、凡て彼此逆 形ではあるが、全然同一。師宣との推定は、これからも確かである。
　「全然同一」とまで言い切れるかは別としても、氏による『月次のあそび』との類似性の指摘は傾聴すべきである。 『月次のあそび』には八月十五夜の月見の風俗として花火に興ずる客とともに遊山船が描かれ、次のような頭書が記される
（１）
（句読点や清濁を私に付す。以下同
じ） 。
二二
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○おなじく十五夜月見にとて思ひ
く
にやかたぶねをかざ
り、上るり、こうた、まひ、うたひ おど などにて、品川のほと つくだじま、本庄川すじ、あさくさ川などにながれ行て、つゞみ、たいこ、しやみせん、ふゑなどをはやしたて、 おなをばゑ申ま よ、なふ やんとさ られ、たまらぬ、おもしろい どとて、さけのみてそろり
く
と両ご
くばしのほとりにて、花火た
てる所もあり。方
く
の川すじよりおもひ
く
に出るふねは、い
く千そうといふ数をしらずぞいでにける。
　
空色やこよひの月も
はれこそで
　
季節は一月ほどずれるものの、本書と『月次のあそび』には両国橋
辺りの踊り船の様子が同様に記されていることが確認できる。さらに師宣画の『やまと 大寄』には川船に同船して琴・三味線などに興じる姫と若衆が描かれ、以下の頭書が付されている
（２）
。
▲ことをすけるおひめ、いとうつくしきわか衆とぬれて船ゆさんに出給ふ。舟中にて琴をならひ給ふ。
･･････
船中で密会しながら琴に興じる姫と若衆という設定も本書巻上と共通することが窺え、師宣絵本 の親近性はここでも確認できよう。　『月次のあそび』は尾崎氏が言及される元禄四年刊本
（ 「元禄四年未五月吉日／日本
絵師／菱河吉兵衛師宣／大伝馬町三町目／鱗形屋開板」 ）が広く知られるが、 今日ではそれが延宝八年刊の『年中行事之図』 （原題名は未詳。「延宝八申歳七月吉日／大和絵師菱川師宣／柏屋与市開板」 ）の再刻本であることが判明している
（３）
。また 『やまとの大寄』 も挿絵の一部に 「天
和二年七月朔日」と記される「大伝馬三町目／鱗形屋開板」本が知られるが、 『好色本目録』には次のように紹介されている（なお、国文学研究資料館蔵写本『春画好色本目録』により、 『新群書類従』本の□の箇所を補った） 。
月 次 の あ そ び
や ま と の 大 寄
二三
江戸版浮世草子『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』 （巻上・中）
大和のおほよせ
　
大本一冊
　
天和三年月日
　　
江戸堺町物の本屋
　
柏屋与市板
　
春□
（画）
ならぬ好色の絵本、頭書に歌などあり、序跋ありて、文中
に菱川画と見えたり。
柏屋与市版は現存が確認できないものの、この記事から現在では柏屋版が初版であったこと 推測されて る
（４）
。
　
これらの師宣絵本の影響が本書に窺えることを考え合わせると、本
書の成立・刊年はおよそ貞享から元禄の初め頃と推測されるとともに、そ 出版における、柏屋もしくは鱗形屋の関与の可能性も浮上しよう
（５）
。
　
さらに本書の出版に関し、 『下谷桂おとこ』との関係に留意すべき
点がある。 『下谷桂おとこ』は中本巻上・中・下三巻三冊、刊記は「貞享元三月中旬
　
松会開板」とあり、江戸版浮世草子の嚆矢と目される
ものだが、 『蜜漬の一曲』の巻中に 娘の誕生に際し、 そ 名「桂の姫」が「かつら男」をなぞらえたも であり、母親が「月を見」て授かった娘だからという理由が示される。
奥田手を打、 「扨も
望のぞみ
は
違ちかい
たり。しかれ共
末すへ
繁はん
昌じやう
の姫、いよ
く
めでたし」と悦の盃を廻し、月を見たるなればとて、かつら
男をなぞらへて
桂かつら
の姫と名を付、
　「かつら男」は「月」の縁語として一般的ではあるが、 当該箇所は『下
谷桂おとこ』を意識した記述であったことが予想される。 『下谷桂おとこ』は、先祖代々仙洞に仕える公家桂原の家系にありながら今は鎌倉に住まいする主人公桂権八が上野の花見で娘おしゅんを見初め、男色のエピソードも交えた紆余曲折の後、二人はめでたく結ばれるという好 物であるが、その物語の最後は次のように締 括られる
（６）
。
ほどなく年もあけゝれば、正
むつき
月のことぶきにぎやしき悦びのをり
から、さる大名の内にしるよし有て、権八身のうゑめでたくかたづきぬ。
･･････
そのとしやん事なき
男なんし
子
一人まうけたり。それよ
りうちつゞき をんあひ 中 三人の子ありて、かくてとき かしく、此と までさかへ侍りぬ。今はとしもふ 行ど、過ぬる此事をかしさにもらし侍りぬ。 かまへて にいひ出給ふべからずとかたられしなり。
　
本篇には取り立てて「月」がモチーフとして関与するところはなく、
「桂おとこ」は権八の姓に由来する命名であろうが、権八は最終的には大名に出仕して出世を遂げ、三人の男子を設けることになり、卵三つを出産し、 高貴な方への輿入れを果たす「桂の姫」と好一対をなす。　
こうしたことから本書が『下谷桂おとこ』を意識したものであった
可能性が窺えようが そのことは本書の刊行がこれまで見てきたように貞享・元禄初め頃と推測されることと矛盾はなく、 『下谷桂おと 』との関係性はむしろ江戸版として 時宜を得た出版であったことを予想させよう。
二四
京都府立大学学術報告「人文」第七十号
　　
五
　
刊行事情について
　
これまで師宣絵本や『下谷桂おとこ』を中心に本書との関連性につ
いて述べてきたが、それらの版元に着目しながら改めて本書の成立・刊行の事情について整理してみたい。　『月次のあそび』 『やまとの大寄』はいずれも初印本は柏屋与市版であることが推定され、さらに前者は元禄四年五月、後者は天和三年以降にそれぞれ鱗形屋に版権が移り 再販（再刻）される
（７）
。また『下谷
桂おとこ』は貞享元年三月に松会から出版されていたが、ちょうどその時、師宣の挿絵が施された江戸版『好色一代男』 （ 「貞享元甲子暦三月上旬／日本橋南弐町目川瀬石町／川崎七郎兵衛板行」 ）が刊行される。貞享三年三月は江戸版浮世草子にとっ その幕明けと言うべき画期となるが、それとほぼ歩調を合わせるかのように、江戸に「地本屋」と称する本屋 出現し、 『江戸図鑑綱目』 （ 「元禄二己巳天初春／書林／江戸／相模屋太兵衛」 ）に初めて松会三四郎・山本九左衛門・鱗形屋三左衛門・鶴屋喜右衛門・山形屋市郎右衛門の五店が掲載される。　
本書との関係性が窺える松会・鱗形屋がいずれも元禄初頭に地本屋
として登場しているこ は興味深いが 松会は江戸版浮世草子に先鞭を付け、鱗形屋は天和期頃から急速に師宣絵 の出版に傾斜す ようになる
（８）
。そうした趨勢にあった当時の江戸の出版界において、本書は
貞享・元禄初め頃の地本屋の動向をある意味象徴的に体現した好色本浮世草子と位置付けることができそうで 。
注（１）図版とともに『新編稀書複製会叢書
　
第
34巻』（臨川書店、平
　
３）による。なお、後述する『年中行事之図』（『「菱川師
　
宣」展図録』千葉市美術館、平
12）にも該当箇所は存在する。
（２）注（１）による。（３）佐藤悟氏「『菱川月次のあそひ』初板本の発見と報告」（『書
　
誌学月報』第
25号、昭
61・３）。
（４）注 １ 『図録』解説。（５）注（３）佐藤氏は、貞享末年には柏屋が廃業し、貞享年間に板
　
株をすべて鱗形屋へ譲渡した可能性について言及されている。
（６）
『石川流宣画作集
　
上巻』（古典文庫、平７）。
（７） 『やまとの大寄』鱗形屋版が柏屋版の求版本か再刻本であるか
　
は不明。
（８）柏崎順子氏「鱗形屋」 『言語文化』
47、平
22・
12）。
（二〇一八年十月一日受理）
（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）
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二五
江戸版浮世草子『蜜漬の一曲（みつ漬の人和気） 』 （巻上・中）

